画面ルーティング
アプリ画面はiframe内で動作します。したがってユーザーが目にするブラウザのアドレスバーと戻るボタンは、アプリではなくWebコンソールが所有します。アプリがiframe内でアドレスを直接変更してもアドレスバーには反映されず、ユーザーが戻るボタンを押してもアプリはその事実を知ることができません。
この問題を解決するために、Webコンソールとアプリはメッセージをやり取りします。アプリがこの規約を実装すれば、画面を再読み込みしても同じ状態が復元され、ブラウザの戻る操作がアプリ内部の遷移にも機能し、ユーザーがアドレスをコピーして他の人へ渡せるようになります。
メッセージ規約
やり取りするメッセージは2種類です。
	方向
	メッセージ
	発生タイミング

	Webコンソール → アプリ
	{ type: 'SYNC_URL', url }
	初回読み込み、メニュー選択、ブラウザの戻る・進む

	アプリ → Webコンソール
	{ type: 'NAVIGATE_URL', url, replace }
	アプリ内部で画面を遷移、またはフィルタを変更したとき


SYNC_URL は、アプリが表示すべきアドレスを伝えます。ブラウザの戻る・進むもこのメッセージで伝達されるため、アプリは戻る操作を個別に処理する必要はありません。
NAVIGATE_URL は、アプリがWebコンソールへアドレスバーの更新を要求するメッセージです。url にはアプリコードを含む完全なパスを入れます。replace が true の場合、履歴に新しい項目を残さず現在の項目を置き換えます。アプリコードが変わらない限りWebコンソールはiframeを再読み込みしないため、このメッセージで画面が初期化されることはありません。
エントリポイントの実装
src/main/ui/src/main.tsx がこの規約を処理します。
import { StrictMode, useCallback, useEffect, useMemo, useState } from 'react';
import { createRoot } from 'react-dom/client';
import './styles/global.css';
import { applyTheme, initialTheme, watchHostTheme } from './common/theme';
import SubnetGroupsPage from './subnet-groups/SubnetGroupsPage';

const APP_CODE = detectAppCode();

function detectAppCode(): string {
  const parts = window.location.pathname.split('/').filter(Boolean);
  const i = parts.findIndex(s => s === 'app' || s === 'app-loader');
  return i >= 0 && parts[i + 1] ? parts[i + 1] : 'sample';
}

function toAppPath(fullUrl: string): string {
  const hashless = fullUrl.split('#')[0];
  const qIdx = hashless.indexOf('?');
  const path = qIdx >= 0 ? hashless.slice(0, qIdx) : hashless;
  const query = qIdx >= 0 ? hashless.slice(qIdx) : '';
  const parts = path.split('/').filter(Boolean);
  const i = parts.findIndex(s => s === 'app' || s === 'app-loader');
  const rest = i >= 0 ? parts.slice(i + 2) : parts;
  return '/' + rest.join('/') + query;
}

function App() {
  const [nav, setNav] = useState(() => toAppPath(window.location.pathname + window.location.search));

  const search = useMemo(() => {
    const q = nav.indexOf('?');
    return new URLSearchParams(q >= 0 ? nav.slice(q + 1) : '');
  }, [nav]);

  useEffect(() => watchHostTheme(), []);

  useEffect(() => {
    const handler = (e: MessageEvent) => {
      if (e.data?.type === 'SYNC_URL' && typeof e.data.url === 'string')
        setNav(toAppPath(e.data.url));
    };

    window.addEventListener('message', handler);
    return () => window.removeEventListener('message', handler);
  }, []);

  const navigate = useCallback((appPath: string, replace = false) => {
    try {
      window.parent?.postMessage({ type: 'NAVIGATE_URL', url: `/app/${APP_CODE}${appPath}`, replace }, '*');
    } catch { /* standalone (no host) — nothing to sync */ }

    setNav(appPath);
  }, []);

  return <SubnetGroupsPage profile={search.get('profile')} onNavigate={navigate} />;
}

applyTheme(initialTheme());

createRoot(document.getElementById('root')!).render(
  <StrictMode>
    <App />
  </StrictMode>
);
実装の要点は、状態の出所を1つにすることです。nav の値はアプリ内部のパスとクエリ文字列を保持し、Webコンソールが送った SYNC_URL とアプリが呼び出した navigate() の両方がこの値を更新します。画面はこの値から必要な情報を読み取ります。状態を複数の場所に分けると、アドレスバーと画面が食い違います。
アプリコードを固定しない理由
detectAppCode() はアプリコードをアドレスから読み取ります。コードに 'sample' と書けばよさそうに見えますが、そうではありません。
同じ画面が /app/sample/... と /app-loader/sample/... の両方のパスで開かれる可能性があり、1つのバンドルを複数のアプリコードで配布する構成も可能です。アドレスから読み取れば、これらすべての場合に同じコードが動作します。
toAppPath() は逆方向の処理です。Webコンソールが渡した完全なアドレスから /app/{app_code} または /app-loader/{app_code} の接頭辞を除去し、アプリが解釈する部分のみを残します。
履歴を直接処理しません
アプリは popstate イベントを購読しません。ブラウザの戻る・進むはWebコンソールが受け取って SYNC_URL で伝達するため、アプリがこのイベントを併せて処理すると同じ遷移を2回処理することになります。
同じ理由で、アプリは history.pushState() を直接呼び出しません。履歴はWebコンソールが管理し、アプリは NAVIGATE_URL で要求するだけです。
フィルタの状態をアドレスに反映する
アプリサンプルの画面は、選択された接続プロファイルをクエリ文字列に保持します。
const onSelectProfile = (name: string) => {
  setKeyword('');
  setSelected(null);
  onNavigate(`/subnet-groups?profile=${encodeURIComponent(name)}`);
};
ユーザーが自らプロファイルを変更したため、履歴に残します。一方、画面が自ら既定値を決めた場合は履歴に残しません。
useEffect(() => {
  if (!profile && profiles && profiles.length > 0)
    onNavigate(`/subnet-groups?profile=${encodeURIComponent(profiles[0].name)}`, true);
}, [profile, profiles, onNavigate]);
ユーザーが行っていない遷移を履歴に残すと、戻るボタンを押しても何も起こらないように見えます。ユーザーの操作は記録し、画面が自ら行ったことは置き換えます。
検索語のように入力するたびに変わる値をアドレスに反映する場合も replace を使用します。そうしないと1文字ごとに履歴が積み重なり、戻る操作が実質的に機能しなくなります。
画面が複数ある場合
画面が複数ある場合は、パスで画面を区別します。
function resolveRoute(appPath: string): Route {
  const qIdx = appPath.indexOf('?');
  const p = qIdx >= 0 ? appPath.slice(0, qIdx) : appPath;
  const rest = p.split('/').filter(Boolean);
  return { screen: rest[0] || 'subnet-groups', itemId: rest[1] };
}
画面が増えると初回の読み込み時間が長くなるため、Reactの遅延読み込みで分割します。
const SubnetGroupsPage = lazy(() => import('./subnet-groups/SubnetGroupsPage'));
const PolicyPage = lazy(() => import('./policy/PolicyPage'));

// 画面の切り替え中はSuspenseの代替画面が表示されます。
<Suspense fallback={<Loading />}>
  {route.screen === 'policy' ? <PolicyPage ... /> : <SubnetGroupsPage ... />}
</Suspense>
画面内にタブがある場合、どのタブがあるかはエントリポイントではなく画面コンポーネントが把握するようにするとよいでしょう。 エントリポイントがタブの一覧まで管理すると、タブを1つ追加するたびにエントリポイントとマニフェストを併せて修正する必要があります。エントリポイントはパスの最初の要素だけを見て画面を選び、残りの解釈を画面へ委ねれば、タブの追加が画面の中で完結します。
確認すべきこと
画面遷移は開発サーバーでは確認できません。Webコンソールがなければ SYNC_URL を送る主体が存在しないためです。アプリをインストールした後、次の点を自分で確認してください。
メニューを選択すると画面が開くか
画面でフィルタを変更するとアドレスバーが追従して変わるか
ブラウザを再読み込みすると同じ状態が復元されるか
ブラウザの戻る・進むが1段階ずつ遷移するか
アドレスをコピーして新しいタブで開くと同じ画面が表示されるか
特に戻る・進むは複数の段階を行き来して確認する必要があります。1段階だけ確認すると、遷移が累積する問題を見落としやすくなります。
エージェントプロンプト
画面遷移の実装をエージェントに任せる際に使用します。
ログプレッソ・ソナーアプリ画面のルーティングを実装する。

アプリコード: sample
画面構成: (画面とパスを列挙)
アドレスに反映する状態: (フィルタ、選択項目など)

遵守事項:
- アプリコードは window.location から読み取る。コードに固定しない
- SYNC_URL の受信で状態を更新する
- NAVIGATE_URL の送信でアドレスバーを更新する
- popstate を購読せず、history.pushState を直接呼び出さない
- ユーザーの遷移は履歴に残し、画面が定めた既定値は replace で置き換える
- 状態の出所は1つに保つ

参照: https://docs.logpresso.com/ja/app-sdk/ui-routing

実装後にインストールし、再読み込み・戻る・進む・アドレスのコピーを複数の段階に
わたって確認せよ。開発サーバーでは画面遷移を検証できない。
次節では、画面がサーバーのデータを読み取る方法を説明します。
